






























































６回 IFEL の研究集録第４巻にまとめられている、とする。 




 １ 教育原理は、総論的あるいは入門的な意味において、教育を全般的、しかも原理的に考察しようと  
するものである。…… 
 ２ 教育原理は、教育に関する基本的理念や原理、思想、方法等に対する理解と訓練を与えることを目  
的とする。…… 























 第１章 新しい時代と教師 （周郷博お茶の水女子大学教授） 
 第２章 これまでの教育 （飯田晃三国立教育研究所員） 
 第３章 教育は社会の改善のどのような役割をもっているか （周郷博） 
 第４章 新教育の基本原理 （石山脩平東京教育大学教授） 
 第５章 教育の心理的考察 （青木誠四郎東京家政大学学長） 
 第６章 教育課程研究の動向 （五十嵐清止東京学芸大学助教授） 
 第７章 学習指導法 
     （長坂端午文部省初中局初等科〈ママ〉文部事務官・室井光義東京都板橋第六小学校） 
 第８章 学級運営の効果をあげるにはどうしたらよいか 
     （宮田丈夫東京学芸大学助教授・松村謙追分附属小学校校長） 
  第９章 ガイダンス＝プログラムの内容 
     （小宮山栄一東京教育大学講師・伊藤一郎東京学芸大学豊島附属小学校教諭） 
 第 10 章 評価は教育計画の改善にどのように役立てるか 
     （伊藤忠二文部省初中局初等教育課文部事務官・大石譲東京都白金小学校校長） 
 第 11 章 学校内において、民主的協力はどのように実現されたらよいか 
     （武田一郎文部省初中局初等教育課文部事務官・栗原静一東京学芸大学世田ヶ谷小学校教諭） 


















 １、「教育原理」が教育学研究への導入並びに総括であるとすれば、現代における教育科学の理論に基  
づいて、その内容を実践的に体系づける必要があること。 
  ２、「教育原理」を教員養成課程の中核的な実践学であると考えると、教育諸問題の理論的解明ととも  
に、実践的な究明の面が強調されるべきこと。 
  ３、「教育原理」の教授と学習に当たっては、教育現場の長い経験があり教育研究にすぐれた実践のあ  
る教師が、適正の規模（受講生約 50 名）の講座において継続的な授業を行うことによって、教育者と  
しての使命感と教育研究者としての専門性とを養うように努力すべきであること。 
 
 前述したリチャード・バルーによる IFEL における意義に加えて、「教育原理」を「導入
並びに総括」と位置づけ、「理論的解明とともに、実践的な究明の面」を強調している。担
当する人間としては「教育現場の長い経験があり教育経験に優れた実践のある教師」をあげ、
さらに「受講生 50 人」という適正規模を示している点が注目される。 
  
（３）1949 年、1954 年教育職員免許法における「教育原理」の位置づけ 

















 教育原理 中学校教諭  一級普通免許状  三（二） 
                         二級普通免許状  三（二） 
      高等学校教諭 一級普通免許状  三（二） 
                         二級普通免許状  三（二）  
 






の場合 14 単位である。 
 

















































 一般目標：教育の基本的概念を身に付けるとともに、教育を成り立たせる諸要因とそれら相互の関係  
を理解する。 
 到達目標： 
  １）教育学の諸概念並びに教育の本質及び目標を理解している。 
   ２）教員・家庭・学校など教育を成り立たせる要素とそれらの相互関係を理解している。 
（２）教育に関する歴史 
 一般目標：教育の歴史に関する基礎的知識を身に付け、それらと多様な教育の理念との関わりや過去か     
ら現代に至るまでの教育及び学校の変選を理解する。 
 到達目標： 
  １）)家族と社会による教育の歴史を理解している。 
  ２）近代教育制度の成立と展開を理解している。 
  ３）現代社会における教育課題を歴史的な視点から理解している。 
（３）教育に関する思想 
 一般目標：教育に関する様々な思想、それらと多様な教育の理念や実際の教育及び学校との関わりを理     
解している。 
 到達日標： 
  １）家庭や子供に関わる教育の思想を理解している。 
  ２）学校や学習に関わる教育の思想を理解している。 
































せざるを得ないとしている。               
 なお表１－１に、1979 年までのテキスト２点の目次を掲げたが、上記の４点の多くがあて
はまる。たとえば、下程勇吉編著『教育原理』（①）の目次構成は、若井の第３点をそのも
のである。782 頁にもおよぶ大著である『資料解説 教育原理』（②）の目次構成もほぼ一 
 









　第二章　　教育の本質 　Ⅱ  教育の目的
　第三章　　教育の目的 　Ⅲ　教育の内容
　第四章　　教育の内容 　Ⅳ　教育の方法（１）－教授学習の方法－























































































































































①A 大学 （教育原理 非常勤 １年後期 ２単位 講義） 
講義の目的および概要 
 (1) 教育の目的を「教育基本法」から考える｡ 
 (2) 現代の子ども・生徒の実態（体・心の状態、知的学習過程の実態、など）を学ぶ｡ 
 (3) 教員の仕事（教職の意義、教員の役割・職務内容、など)を学ぶ｡ 
 (4) 授業づくりの意義と課題について学ぶ｡ 
到達目標 
 (1) 教育の目的を「教育基本法」から考える。 
  (2) 教員の仕事とは何かを知る。 
  (3) 子どもらの知的・科学的認識を深める教育実践研究を学ぶ。 
 




 １ 教育とは何か，人間形成はどのようにしたらよいのかを考える。  
 ２ 日本の教育の歴史の概要と現代の学校教育の現状を理解する。  










 (1) 教育が直面している課題を経験的に語ることができる。 
 (2) 現代の教育を、歴史的な視点から理解できる。 
 (3) 教師をめざすことを制度および歴史の視点から考えることができる。 
 
④D 大学 （教育学原論（教育史を含む） 非常勤 １年前期 ２単位） 
授業のねらい     
 子ども・若者の育ちに関わる現代的な問題を通して、現代社会における教育と学校の役割を考察すること
を目的にしている。    
履修者が到達すべき目標     
 １．子ども・若者の育ちに関わる事象を教育学的に考察できるようになる。 
 ２．履修者がこれまでの自身の被教育体験を対象化・相対化して教育をめぐる現代的課題を取り組める  















教育の現状と課題について考察する。   
 




























体的かつ理論的な考察を行う。    
学習目標  
 １．近代の公教育の基本的特徴について的確に理解する。 
 ２．それに照らして、今日的な教育課題をどう捉えればよいか、自分なりの視点・考え方を形づくれる  
ようになる。    
 













 ①教育の理念            ②西洋の教育思想および哲学的概念 





⑨I 大学 （教育原理 専任 ２年前期 ２単位） 
授業のねらい    
 「教育を受ける者」から「教育を提供する者」に、履修者自らのまなざしを転換し、「教育や学びとは何
か？」という問いに一定の答えを提示することを目指す。    
到達目標    
 １．教育思想家が、現在の教育にどのような影響を及ぼしているのかを理解できる。 
 ２．教育において多様な個性をどのように活かすべきかを考えることができる。 
 ３．教育や学びに関わる書籍を、1 冊は読む。 
 ４．今まで当たり前だと思っていた現在進行系の教育事象に対して、疑問を持つことができる。   
 
⑩J 大学 （教育学入門Ⅰ 専任３人 ２単位 1 年～） 
キーワード 教育問題、授業、学校、家族、貧困、民主主義、自己  





























































①Ａ大学 （教育原理 非常勤 １年後期 ２単位 講義） 
講義方法  講義形式とグループ討論形式を併用して進める。 
成績評価基準  各授業時提出するレポート 75％、期末レポート 25％の評価による。 
テキスト・参考文献  必要に応じてビデオなどを使用する。参考文献は講義中にその都度紹介する。 
授業外学習  授業中に紹介する参考文献を中心に３つの到達目標について自己学習に努めること。 
 
②Ｂ大学 （教育原理 専任 講義 １・２年後期 ２単位 講義） 
準備学習 
 授業計画を参考に教科書の該当する部分や関心のあるテーマについて予習しましょう。  
 授業後に配布資料や教科書を参考に、ノートを見直して復習しましょう。 
成績評価方法 
 レポート（60％）・小テスト（10 ％）・演習課題（20 ％）・その他（授業感想コメント）（20 ％） 
教科書  中田、松田編著『次世代の教育原理』 大学教育出版 
参考書・WEB サイト 
 「新中等教育原理」佐々木編著 福村出版  
 「学生のための教育学」西川、長瀬編著 ナカニシヤ出版  
 「教室の悪魔?見えないいじめを解決するために」山脇由貴子著 ポプラ社 






③Ｃ大学 （教育原理 非常勤 講義 ２単位）  




 第１回 ガイダンス－授業の概要  ～シラバスに目を通しておくこと。 
 第２回 中学校時代をグループ討議により振り返る。 ～中学校時代を個人的に振り返っておくこと。 
 第３回 教員養成のしくみと歴史（1）－現代日本の教員養成のしくみ 
  ～Ｃ大学の教職課程の単位履修について学んでおくこと。 
 第４回 教員養成のしくみと歴史（2）－近代日本の教員養成のしくみ 
  ～近代日本の学校系統図に目を通しておくこと。 
 第５回 教員養成のしくみと歴史（3）－教育職員免許法改正（2016年） 
  ～教員養成制度の問題について考えておくこと。 
 第６回 まとめと理解度確認－教員養成のしくみと歴史 ～あらかじめ伝える復習のポイントを整理しておくこと。 
 第７回 近現代日本教育史（1）－新制中学校・高等学校の発足 
  ～新制中学校・高等学校の制度的な特徴を考えておくこと。 
 第８回 近現代日本教育史（2）－高校三原則 ～各自の出身校の沿革を調べておくこと。 
 第９回 近現代日本教育史（3）－高校・大学への進学率の上昇 ～配付資料に目を通しておくこと。 
 第10回 近現代日本教育史（4）－ゆとり教育へ ～ゆとり教育について、どのようなものかを考えておくこと。 
 第11回 近現代日本教育史（5）－学力向上へ ～学力向上に関する各自の体験を振り返っておくこと。 
 第12回 まとめと理解度確認－近現代日本教育史 ～あらかじめ伝える復習のポイントを整理しておくこと。 
 第13回 大正自由教育－自由画を中心に 
  ～学校の図画教育で、絵を描くときにどのような指導を受けたかを振り返っておくこと。 
 第14回 学校儀式と唱歌－祝日大祭日儀式を中心に ～各自の学校儀式を振り返っておくこと。 
 第15回 学校があること、学校へ通うこと ～これまでの授業を振り返っておくこと。 
テキスト  プリントを使用する 
参考書 
 姉崎洋一ほか編、2016 年、教職への道しるべ【第 3 版】、八千代出版、9784842916767 
 山田恵吾ほか編、2014 年、日本の教育文化史を学ぶ、ミネルヴァ書房、9784623067404 
 古沢常雄ほか編、2009 年、教育史、学文社、9784762016530 
 文部科学省、中学校学習指導要領  文部科学省、高等学校学習指導要領 
成績評価の方法 
 受講態度（30％ 毎回の提出物） その他（70％ ２回の理解度確認） 
質問への対応 授業後の対応が基本である（非常勤講師のため）。支障がある場合は、相談すること。 
その他  第 1 回目に、授業のねらいや進め方等をお話しするので、必ず出席すること。 
 
④Ｄ大学  教育学原論（教育史を含む） 非常勤 １年前期 ２単位） 
授業の進め方・時間外学習・学習上の助言     
 主に 1 年生を対象とし前期に開講するため、具体的な事例の提示や理論等わかりやすい講義を心がける。
履修者は講義で取り上げられた理論等について関連する文献に触れ理解を深めてほしい。講義トピックに関
してグループに分かれて互いの意見を交流させるグループワークを設けるため、時間外にグループで何度か
集まって議論をしてもらいながら 1 つのレポートをまとめる時間がある。議論を含め積極的な参加を求める。    
成績評価方法   以下の項目で総合的に判断する。 
 ①期末試験（80％）、②グループワークに参加し、グループレポート作成に関与する（20％）    
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テキスト  適宜資料を配布する。 
参考文献  適宜紹介する。 
オフィスアワー  授業終了後に教室で質問を受け付ける。    
 
⑤Ｅ大学 （教育原理 専任 ２年 ２単位） 
事前学習  参考文献を読み、講義内容を確認すること。各回、約２時間の事前学習を要する。 
事後学習   配布した資料やノートを整理すること。各回、約２時間の事後学習を要する。 
成績評価 
  筆記試験による（２回の小テスト 50％（100 点）、学期末試験 50％（100 点）、計 100％（200 点）とす
る）。小テストについては授業時に、学期末試験についてはお知らせ配信で、傾向や講評を公表する。 
テキスト  特になし。必要な資料は適宜配布する。 
参考文献 
 勝野正章・庄井良信『問いからはじめる教育学』 有斐閣、2015 年。 
 木村元・小玉重夫・船橋一男『教育学をつかむ』 有斐閣、2009 年。 
 石村卓也・伊藤朋子『教育とはなにか』 晃洋書房、2016 年。 
特記事項 
 授業回数の３分の１以上欠席した者は原則として不合格となる。  
 授業は定刻に開始するのでチャイムが鳴り終わったときには着席していること。 
オフィスアワー  講義期間中毎週火曜日・水曜日 12:15～13:00 〇〇研究室 
テキスト・教科書検索  図書館で探す 生協で購入 
 












 新聞・書籍・メディアから「教育」について考える情報を収集し、紹介できるように準備すること。   
教科書・参考書 
 教科書：鈴木 剛著『ペダゴジーの探究―教育の思想を鍛える十四章』（響文社、2012 年） 
 参考書：ルソー『エミール』（岩波文庫・今野一雄訳、上巻） 
    田嶋一・中野新之祐・福田須美子著『やさしい教育原理』（有斐閣アルマ、1997 年） ほか 




⑦Ｇ大学 （教育学概論 専任 ２単位 1 年） 
準備学習の内容  
 配布プリントをもとに前回の学習内容を再確認しておくこと。参考文献によって理解を深めるとともに、
自分なりの課題（質問）を作るよう日頃から意識すること。    
評価方法・基準  試験により評価する。    
履修上の留意点  
 受け身の受講ではなく，積極的な授業参画（質問，問題提起，話題提供など）を期待する。 
教科書  特に指定しない。  
参考書  授業テーマに応じて適宜紹介する。    
 
⑧Ｈ大学 （教育原理 専任 １年前期 ２単位 講義） 
成績評価方法  期末テスト 40％ 提出物 30％ 授業態度 30％ 
教科書  なし。授業内で適宜、資料を配布します。 







⑨Ｉ大学 （教育原理 専任 ２年前期 ２単位） 
授業方法    
 ・担当教員による説明を主として、講義を進めていく。 
 ・講義中、いくつかの論点を担当教員が提示し、それについてグループごとに討議を行う。 
  テーマは前週の講義内で提示するので履修者は下調べが必要となる。 
 ・毎回、所定の用紙に、自分の意見を記述し、講義を終える。 
 ・用紙に書かれた内容は、次の講義でフィードバックを行う。    
成績評価の方法    
 １．毎回の小レポート(20％) ２．ポップ作りと発表(20％) ３．テスト（60％）    
履修にあたっての注意    
 教師論・教育課程研究を履修済みの学生を条件とする。 
 また、将来的に教職に就くことを目標にしていることが履修の必須条件です。 
 実習のことを想定し、他の講義より厳格に、原則三回の欠席で不合格となりますので、気をつけて下さい。    
教科書   授業担当者『多様性を活かす教育を考える七つのヒント』共同文化社 2015  978-4-87739-276-1 




⑩Ｊ大学 （教育学入門Ⅰ 専任３人 ２単位 １年～） 




 課題に関わる小レポートの提出を求めることがある。  
成績評価の基準と方法  討議の参加状況およびレポートにより総合的に評価する。 
テキスト・教科書  資料配布  



























































































































  １、「教育」「学校」の意味を歴史的に理解する。 
  ２、現代の様々な教育問題を知り、分析的に考察する。 














 一、「対話的」は、現場の授業においては、それ以外の方法を排除する原理として解釈される。例えば、  
次のような学びは無視されることになる。 
  １、「一人で自力で考えつづける学び」 
  ２、「野外の自然物を独りで体験する学び」 


























































 最後に具体的な 15 回分の授業計画を以下に示す。 
  
  第１回 ：オリエンテーション－教育とは何か、学校とは何か 
 第２回 ：子どもの発見と教育の誕生 
 第３回 ：教育の組織化と学校の誕生  
 第４回 ：公教育とは何か 
 第５回 ：近代日本の教育 
 第６回 ：占領下日本の教育 
 第 7 回 ：高度経済成長以降の日本の教育 
 第８回 ：数値にみる日本の教育 
 第９回 ：体罰 
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 第 10 回：いじめ 
 第 11 回：学歴志向 
 第 12 回：教育格差 
 第 13 回：国際化社会 
 第 14 回：生涯学習社会 
















る力を育成する大学へ（答申）」（中央教育審議会 (2012 年（平成 24 年）8 月 28 日)の 「用
語集」（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325047.htm、2017  年




 ・菅原健太「教職課程「教育原理」におけるアクティブラーニングの意義と課題」『豊岡  
短期大学論集』第 13 号別冊、2016 年。 
  また、テキスト分析の手法については、「教師論」に関するものであるが、以下を掲げ 
ておく。 







の条件を考える－」（法政大学キャリア学会『生涯学習とキャリアデザイン』第 14 巻第２ 





 ・『占領期教育指導者講習研究集録 昭和 25 年度 教育原理／教育心理』（復刻）高橋寛 









規出版、1962 年、419～420 頁。ただし復刻版である『日本現代教育基本文献叢書 教育 基
本法コメンタール 14』（日本図書センター、1998 年）を使用した。 
14）以下、（３）の記述は、下記の論文などを参考とした。 
 赤星晋作「教師の資質能力と教員養成・免許－臨教審答申以降－」（広島市立大学国際学 
部『広島国際研究』第 16 号、2010 年、111～124 頁。 
15）以下、（４）の記述は、以下を参照した。 
 文部科学省「教職課程コアカリキュラム」（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/ 
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